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2020年8月4日 最新 オーストラリアマーケット動向（2020/8/4）【ウィークリー】
2020年7月7日 アジア・マーケット・マンスリー（2020年7月）

（注）データは2018年1月1日～2020年8月4日。
日豪金利差は3年国債利回りの差。

（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友DS
アセットマネジメント作成
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2020年8月5日

豪ドル相場は大幅に反発（2020年8月）

今後は、新型コロナの状況を見ながらの展開

豪ドルは新型コロナの状況を
見極めながらの展開

（注）消費者物価指数は2013年1-3月期～2020年4-6月期。
消費者物価指数は異常値をつけた項目を除外したトリム平均
値。政策金利は2013年3月31日～2020年8月4日。

（出所）オーストラリア連邦統計局（ABS）のデータを基に三井
住友DSアセットマネジメント作成

豪州中銀は政策金利据え置き
量的緩和を再開

 世界最長の経済成長を続けてきた豪州経済は新型コロナの影響を受け、1-3月期前期比▲0.3％に続

き、4-6月期も大幅なマイナス成長に落ち込むことから、29年ぶりに景気後退に入ることが見込まれています。

ここまで上昇してきた豪ドルですが、今後は新型コロナ感染第2波の状況を睨みつつ、景気回復や経常収支

の改善を反映する形で緩やかながら堅調な展開を想定します。

【豪ドル円レートと豪日金利差】

【消費者物価指数と政策金利】

 豪ドルの対円相場は、新型コロナの感染拡大によるグ

ローバル景気減速を受け、2月後半以降大幅に下落

し、終値では3月18日には1豪ドル=62円台の直近

安値を付けました。その後、各国・地域の積極的な金

融・財政政策や経済活動再開の動きを背景に反発し、

足元では75円台まで回復しています。

 豪州は貿易などを通じて中国経済とのつながりが太く

なっていますが、中国の新型コロナ感染の落ち着きや景

気回復も、豪ドルの買い材料となっています。

豪ドルは大幅反発
1豪ドル＝75円台まで回復

 4日、豪州準備銀行（RBA）は金融政策決定会合

で、政策金利のキャッシュレート及び3年国債の利回り

目標を0.25%に据え置きました。据え置きは市場の予

想通りで、足元の豪ドルは小動きで推移しています。

 また、5月7日以降見送っていた国債購入を「明日

（5日）購入する」と表明し、量的緩和を再開する方

針を示しました。

 声明では、豪州の景気後退は「以前の予想ほどは深

刻でない」としつつも、ビクトリア州における新型コロナの

感染再拡大を受け、「見通しは非常に不透明で、経

済の回復はウイルスの封じ込めに依存する」としました。

https://www.smam-jp.com/documents/www/market/report/arc/regular_asia/2007arcmonthly.pdf
https://www.smam-jp.com/documents/www/market/report/lastweek/asia_oceania2020/aumarket200804.pdf

